
No. 153

30 -1st- 12
17 -2nd- 13
23 -3rd- 10
17 -4th- 13

-OT1-

-OT2-

-OT3-

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

8 * 4 0 3 2 6 0 0 2 1 3 4 4 10 4 0 24:16

13 * 14 0 0 6 9 2 3 1 5 3 8 1 1 1 0 20:00

18 2 0 0 1 2 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 3:31

19 2 0 0 1 1 0 3 0 3 2 5 0 1 0 0 3:31

31 2 0 3 1 5 0 4 0 1 3 4 1 2 3 0 17:02

37 2 0 1 1 3 0 0 1 0 2 2 1 1 0 0 16:29

40 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 3:31

44 2 0 1 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 3:31
46 * 18 2 5 6 11 0 0 0 2 1 3 1 0 2 1 23:15

47 0 0 2 0 0 0 2 2 1 0 1 0 0 0 0 3:31

54 * 8 0 0 4 5 0 0 0 0 0 0 0 3 1 0 21:23

59 5 1 2 1 3 0 0 0 0 3 3 1 0 0 0 15:06

60 * 12 0 0 5 8 2 2 1 1 5 6 2 1 0 3 15:11

65 16 0 0 7 13 2 4 2 7 7 14 1 1 1 1 21:18

88 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 8:25

0 0 0 0 0 0 1 1 2 1

合　　計 87 3 18 36 71 6 19 9 24 31 55 13 20 15 5 200:00

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

0 0 0 0 0 2 0 0 3 1 2 3 0 1 0 0 13:14

7 0 0 2 0 0 0 0 2 0 1 1 0 1 0 0 9:15

10 16 0 0 7 11 2 4 1 2 8 10 6 0 0 1 24:01

13 * 9 0 1 4 7 1 2 0 1 2 3 3 0 0 0 26:12

15 3 1 2 0 3 0 0 0 0 4 4 1 0 0 0 6:29

19 * 6 2 7 0 4 0 0 2 1 2 3 1 0 3 0 24:16

21 * 0 0 0 0 6 0 0 2 2 2 4 3 4 1 1 24:16

22 * 4 0 1 2 4 0 0 0 0 0 0 4 1 1 0 25:59

27 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 3 0 0 0 9:15

36 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0:47

37 2 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2:44

53 2 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 6:29

77 * 4 0 0 2 6 0 0 4 1 6 7 1 0 0 0 15:59

86 0 0 1 0 0 0 0 2 0 1 1 2 1 0 0 6:29

89 2 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 4:35

0 0 0 0 0 0 2 3 5 2

合　　計 48 3 15 18 47 3 6 17 10 32 42 29 8 6 2 200:00

FG: F: TO: MIN:
成功数 3P: OR: AS: S: スターター

試投数 2P: DR: ST: OT: 延長

シュート率 FT: TOT: BS:

ゲームレポート

ブロックショットトータルリバウンド

50.7% 31.6%16.7%

木村 貴郎

ポイント

2ポイントシュート

荻原 隆輔

3ポイントシュート

20.0%

MIN

フリースロー

ST BS

出場時間

江﨑 悟 / TEAM

髙久 大河

【総評】
本日からメインコートとなった男子準々決勝。その第1試合は、第1シードの福岡第一 (高校総体① / 福岡)と前回大会3位の桜丘(愛知)によ
る対戦になった。挑戦者として挑む桜丘は、序盤からゾーンディフェンスで福岡第一の足を止めようとするが、福岡第一は#8河村を起点に
#46小川らが得点を量産。第1クォーターで18点差を付けると、その後もベンチメンバーを使いながら、一度もリードを奪われることなく87-48
で快勝した。

【第1クォーター】
立ち上がりから、得意のゾーンディフェンスを仕掛けた桜丘。だが福岡第一は動じず、#46小川の速攻や#8河村、#54内尾の華麗な連係プ
レーなどで開始5分、15-2と圧倒する。対する桜丘は、#77ラポラスや#13木村のシュートでコツコツと得点を重ねるものの、#8河村、#46小川
を起点に繰り出される福岡第一の速攻を止められない。30-12と福岡第一がリードして第2クォーターへ。

【第2クォーター】
先制点は福岡第一#46小川の速攻。だが桜丘も、#13木村が相手のお株を奪うようなブレイクを決め、#10リバスがリバウンドからバスケット
カウントを獲得するなど食らい付く。それでも福岡第一は、#65アリや#59山田らベンチメンバーが躍動し、じわじわとリードを引き離した。桜
丘は速い展開から攻めようとするものの、パスミスなど簡単なミスが出て思うようにリズムに乗れない。47-25と、福岡第一がリードしたまま
前半終了。

【第3クォーター】
後半の立ち上がり、福岡第一の#60スティーブが先制し、さらに#54内尾の速攻が続いたところで桜丘は早めのタイムアウトを請求。しかし
その後も#60スティーブにダンクでバスケットカウントを決められるなど、流れを引き戻せない。終盤、桜丘は#10リバスにボールを集めてイ
ンサイドで得点し、#19山本の3Pシュートも続いたが、大きく開いた点差は変わらず。最後は福岡第一が#65アリのゴール下シュートで締め、
70-35で終了。

【第4クォーター】
最終クォーター、福岡第一はスターターを全員ベンチに下げてコートに1、2年生が3人という布陣に。一方、後がない桜丘は出だしから激し
いディフェンスを仕掛け、スティールから#53松浦がワンマン速攻を決めるなど勢いに乗った。さらには#15松野が3ポイントシュートを決め、
追い上げムードに。ただ、福岡第一は#59山田が3ポイントシュートを決め返し、#31ローレンス ジュニアもアグレッシブなディフェンスから得
点を重ねる。最後は再び点差を引き離し、87-48で試合終了となった。

担当者： （） 公益財団法人日本バスケットボール協会

HC
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M:

A:

開催場所：

試合区分：

期　　　日：

FT

2P FG3P FG FT

内尾 聡理

山田 真史

S

開始時間：

福岡第一

(福岡/総体1位)

No.
3P FG

○

87

福岡第一

MINST BS

神田 壮一郎

齋藤 友紀

クベマ ジョセフ スティーブ

ハーパージャン ローレンス ジュニア

仲田 泰利

三宅 翔リーディローチ

内藤 凌太

河村 勇輝

小川 麻斗

片岡 楓瑛

キエキエ トピー アリ

真田 龍斗

TO AS
2P FG REBOUNDS

PTS選手名

宮田 大也

選手名

松野 遥弥

山本 星矢

％:

ディフェンスリバウンド

ターンオーバーファウルフィールドゴール

スティール

50.0%38.3%

オフェンスリバウンド
PTS:

アシスト

佐藤 涼成

尾崎 飛舞

ベンツロバス ラポラス

菅原 琉司

松浦 奏斗

桜丘

TO
REBOUNDS

AS

井手口 孝 / TEAM

PTSNO. S

神宮寺 蓮

村口 宗羅

伊藤 唯翔

野澤 登真

セン マム リバス

SoftBank ウインターカップ2019
令和元年度 第72回全国高等学校バスケットボール選手権大会

2019(R01)年12月27日 (金) クルーチーフ：

アンパイヤ―：

(愛知)

武蔵野の森総合スポーツプラザ　Mコート

茂泉　圭治

平澤　明男、和嶋　陽一

桜丘●

48

13:41 15:01終了時間：

男 男子準々決勝
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得
点

時間（分）

得点経過
福岡第一 桜丘

福岡第一 桜丘

1Q なし 6:32

2Q なし なし

3Q なし 7:56

4Q なし 5:06


